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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 2,080 38.9 △143 ― △182 ― △194 ―
22年3月期第2四半期 1,497 △57.2 △333 ― △342 ― △202 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △9.87 ―
22年3月期第2四半期 △10.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 3,969 974 24.5 49.53
22年3月期 4,337 1,180 27.2 60.02

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  974百万円 22年3月期  1,180百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,450 31.2 △85 ― △170 ― △185 ― △9.40



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3 「2.その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 19,785,903株 22年3月期  19,785,903株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  112,956株 22年3月期  112,854株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 19,673,020株 22年3月期2Q 19,678,078株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 
当第 2 四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめ新興国に対する輸出が堅調に推移したこ

とやエコポイント制度などの経済対策を背景に、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、引き続く

デフレ環境と雇用情勢や個人消費の低迷、急激な円高の進行など、依然として先行きの予断を許さない状況

で推移いたしました。 
このような状況のもと、当社グループでは、厳しい外部環境に対応するため、平成 21 年 3 月新たに策定

した新中期経営計画に基づいて「事業の再構築」「調達先・外注先の再構築と海外拠点・提携先の一層の活

用」「バランスシートのスリム化」を戦略基軸とした各施策の着実な遂行に努めて参りました。 
当第 2 四半期連結累計期間においては、引き続くデフレ環境と個人消費低迷の影響によって、中期経営計

画の効果が充分に現れていない部門もあるものの、前年度第 4 四半期以降の自動車業界の回復に伴うカー

シート部門の販売増加や、新規開発分野の受注により、全体の売上高は前年同期で大きく回復いたしました。 
カーシート部門を主たる事業とする中国では、自動車業界の回復に伴って、生産量・販売量とも前年同期

比で大きく回復し黒字基調が続いておりますが、国内では、中国と同様に自動車業界の回復に伴って、カー

シート部門の生産・販売が当初計画を上回る水準で推移する一方で、靴部門・インテリア部門では、前年同

期比での販売回復は着実に進んでいるものの、引き続くデフレ環境と個人消費の低迷など厳しい外部環境を

反映して、回復のスピードが緩やかとなったため、国内全体としては、計画の達成には至りませんでした。 
その結果、当第 2 四半期連結累計期間の売上高は 2,080 百万円（前年同期比 38.9％増）、営業損失は 143

百万円（前年同期は 333 百万円の営業損失）、経常損失は 182 百万円（前年同期は 342 百万円の経常損失）

となり、四半期純損失は 194 百万円（前年同期は 202 百万円の四半期純損失）となりました。 
これをセグメントの業績で示しますと、日本は、売上高が 1,497 百万円（前年同期比 9.8％増）営業損失

が 180 百万円（前年同期は 326 百万円の営業損失）となり、中国は、売上高が 582 百万円（前年同期比

334.9％増）営業利益が 23 百万円（前年同期は 1 百万円の営業損失）となりました。 
 
 
（２）連結財政状態に関する定性的情報 
① 財政状態 

当第 2 四半期連結会計期間末における総資産は、たな卸し資産が 233 百万円減少したこと等により、前

連結会計年度末に比べ 368 百万円減少し 3,969 百万円となりました。負債は、有利子負債が 193 百万円減

少したこと等により、前連結会計年度末に比べ 161 百万円減少し 2,995 百万円となりました。純資産は、

四半期純損失 194 百万円の計上等により、前連結会計年度末に比べ 206 百万円減少し 974 百万円となり、

自己資本比率は 24.5％となりました。 
 
② キャッシュ・フロー 

当第 2 四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 20 百万円増加

し 255 百万円となりました。 
営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が 192 百万円の損失でありましたが、

たな卸し資産の減少による収入が 205 百万円あったこと等により、160 百万円の収入（前年同期は 66 百

万円の支出）となりました。 
投資活動によるキャッシュ・フローは、関係会社の清算に伴う収入が 36 百万円あったこと等により、

50 百万円の収入（前年同期は 1,014 百万円の収入）となりました。 
財務活動によるキャッシュ・フローは、営業活動・投資活動で得られた資金によって、有利子負債であ

る短期借入金・長期借入金の返済を行ったこと等により、188 百万円の支出（前年同期は 1,041 百万円の

支出）となりました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期の連結業績予想につきましては、当第 2 四半期累計期間の実績が、厳しい景気動向から国内の業績を

主因として当初計画の進捗が遅延したことを踏まえ、下半期については、国内の業績は回復基調にはあるも

のの、第 2 四半期累計期間の計画遅延を挽回するまでには至らないと想定し、その他中国も含めて全般的な

業績予想の検討を行い、平成 22 年 10 月 29 日付で業績予想の修正を行っております。 
 
 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 
該当事項はありません。 

 
 
（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 
 
 
（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 
① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号）及び「持分法適

用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第 24 号）を適用しております。 
なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

 
② 資産除去債務に関する会計基準等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号）及び「資

産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号）を適用しております。 
この結果、従来の方法によった場合に比べて、営業利益、経常利益への影響はなく、税金等調整前四半

期純損失が 4,200 千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

4,200 千円であります。 
 
 
（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

当社グループは、前連結会計年度において 518,634 千円の営業損失を計上し、第 157 期より 3 期連続で

営業損失を計上しております。また、当第 2 四半期連結累計期間においては 143,559 千円の営業損失を計上

しております。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 
当社グループは、当該状況を解消すべく、平成 21 年 3 月に、外部環境の激変を考慮して、さらに踏み込

んだ施策を盛り込んで中期経営計画の改訂を行い、業績の回復に努めてまいりました。平成 20 年後半の米

国の金融危機に端を発した景気後退の深刻な影響を受けて、想定を超えた景気の低迷とデフレの進行により、

当社の売上は販売量と販売単価の両面から苦戦を強いられました。生産量が低水準となったため、たな卸資

産の単価が上昇した反面、販売単価は低下圧力に曝され、損益分岐点を割り込むとともに、たな卸資産の評

価損等が追加的に計上され、結果的に中期経営計画を達成できず当該状況の解消には至りませんでした。 
一方で、当社グループの中国における連結子会社佛山市メルクス皮革有限公司は 2009 年 12 月期におい

て、計画を上回る黒字を計上することができました。また、当社においても、平成 21 年 12 月に希望退職を

実施するなど固定費の削減にまで踏み込んだ施策や原皮費・薬品費等の効率化、生産工程の合理化などの施

策を経営計画に沿って継続的に実施してまいりました。こうした施策の効果により損失額および損失幅は改

善に向かっていること、および前連結会計年度第 4 四半期において底打ちと判断できる状況に到達できたこ
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となど、遅れが生じているものの、当該中期経営計画の有効性は失われていないと判断しております。当社

グループを支援して頂いている金融機関からも中期経営計画の有効性に理解を頂いております。但し、当社

グループの中期経営計画の遂行には、金融機関の支援が不可欠であり、支援の維持のためには計画に沿った

着実な資金繰り実績を積み重ねることが必要となります。そのため今後とも当社グループでは、海外業務の

拡大や技術開発の現実化とともに、中期経営計画に沿って収益の改善を図り企業価値の回復・向上を目指し

てまいります。 
しかし、これらの対応策は、今後も継続的に推進していくものであるため、現時点では継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められます。 
なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実

性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 275,478 254,992

受取手形及び売掛金 918,096 835,764

商品及び製品 571,707 902,559

仕掛品 542,373 431,369

原材料及び貯蔵品 197,293 210,724

その他 89,220 203,266

貸倒引当金 △5,450 △6,001

流動資産合計 2,588,719 2,832,675

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 714,656 740,669

機械装置及び運搬具（純額） 164,839 196,180

土地 333,419 333,412

リース資産（純額） 3,393 4,656

その他（純額） 25,211 27,387

有形固定資産合計 1,241,520 1,302,306

無形固定資産 22,829 24,030

投資その他の資産   

投資有価証券 36,691 77,307

その他 186,851 207,289

貸倒引当金 △106,790 △105,740

投資その他の資産合計 116,752 178,856

固定資産合計 1,381,102 1,505,193

資産合計 3,969,821 4,337,868

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 344,698 336,331

短期借入金 1,382,587 1,562,597

1年内返済予定の長期借入金 511,681 428,031

リース債務 4,454 4,784

未払法人税等 5,088 7,938

賞与引当金 1,472 2,745

その他 76,019 63,317

流動負債合計 2,326,001 2,405,747

固定負債   

長期借入金 434,031 531,111

リース債務 5,558 7,621

繰延税金負債 517 1,551

退職給付引当金 225,187 211,118

資産除去債務 4,200 －

固定負債合計 669,494 751,402

負債合計 2,995,496 3,157,149
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,892,023 2,892,023

資本剰余金 199,024 199,024

利益剰余金 △2,077,252 △1,883,086

自己株式 △8,947 △8,944

株主資本合計 1,004,848 1,199,017

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 753 2,260

為替換算調整勘定 △31,277 △20,558

評価・換算差額等合計 △30,524 △18,298

純資産合計 974,324 1,180,718

負債純資産合計 3,969,821 4,337,868
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（２）四半期連結損益計算書 
  【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,497,656 2,080,632

売上原価 1,609,387 2,024,795

売上総利益又は売上総損失（△） △111,731 55,836

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 8,884 9,297

広告宣伝費 7,032 5,352

貸倒引当金繰入額 1,139 －

役員報酬 14,826 14,880

給料及び手当 66,267 58,712

法定福利費 13,630 11,994

賞与引当金繰入額 － 281

退職給付費用 1,440 3,751

減価償却費 3,486 3,026

研究開発費 1,011 4,458

その他 104,411 87,640

販売費及び一般管理費合計 222,129 199,396

営業損失（△） △333,860 △143,559

営業外収益   

受取利息 1,182 1,041

受取配当金 3,307 139

為替差益 19,335 －

固定資産賃貸料 7,146 7,150

雇用調整助成金 15,527 －

持分法による投資利益 － 1,195

その他 1,925 834

営業外収益合計 48,424 10,361

営業外費用   

支払利息 36,165 25,550

為替差損 － 16,968

持分法による投資損失 12,941 －

その他 8,255 6,430

営業外費用合計 57,363 48,949

経常損失（△） △342,798 △182,146

特別利益   

投資有価証券売却益 181,524 －

特別利益合計 181,524 －

特別損失   

固定資産売却損 973 －

固定資産除却損 553 130

投資有価証券売却損 18,769 －

投資有価証券評価損 18,908 －

関係会社清算損 － 5,388

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,200

貸倒引当金繰入額 － 667

特別損失合計 39,205 10,385

税金等調整前四半期純損失（△） △200,479 △192,532

法人税、住民税及び事業税 2,378 1,633

法人税等合計 2,378 1,633

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △202,858 △194,165

四半期純損失（△） △202,858 △194,165

メルクス(株)　(7934)　平成23年3月期 第2四半期決算短信

－  7 －



  【第２四半期連結会計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 884,482 1,092,790

売上原価 916,755 1,055,122

売上総利益又は売上総損失（△） △32,272 37,667

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 4,481 5,323

広告宣伝費 1,742 1,539

役員報酬 7,413 7,467

給料及び手当 32,245 27,493

法定福利費 6,621 5,822

賞与引当金繰入額 － 175

退職給付費用 1,440 1,864

減価償却費 1,688 1,487

研究開発費 381 2,041

その他 45,195 41,788

販売費及び一般管理費合計 101,209 95,003

営業損失（△） △133,482 △57,335

営業外収益   

受取利息 603 614

受取配当金 150 28

固定資産賃貸料 3,573 3,568

雇用調整助成金 7,171 －

持分法による投資利益 － 1,640

その他 993 496

営業外収益合計 12,492 6,348

営業外費用   

支払利息 16,661 12,250

為替差損 18,985 17,844

持分法による投資損失 6,685 －

その他 4,985 3,104

営業外費用合計 47,317 33,199

経常損失（△） △168,308 △84,187

特別利益   

投資有価証券売却益 80,245 －

貸倒引当金戻入額 － 33

特別利益合計 80,245 33

特別損失   

固定資産除却損 40 105

投資有価証券売却損 2,969 －

関係会社清算損 － 5,388

特別損失合計 3,009 5,493

税金等調整前四半期純損失（△） △91,072 △89,647

法人税、住民税及び事業税 1,189 816

法人税等合計 1,189 816

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △92,261 △90,464

四半期純損失（△） △92,261 △90,464
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △200,479 △192,532

減価償却費 66,340 62,474

貸倒引当金の増減額（△は減少） △127 499

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,044 △1,273

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,280 14,068

受取利息及び受取配当金 △4,489 △1,180

支払利息 36,165 25,550

為替差損益（△は益） △17,021 10,740

持分法による投資損益（△は益） 12,941 △1,195

固定資産除売却損益（△は益） 1,527 130

投資有価証券売却損益（△は益） △162,755 －

投資有価証券評価損益（△は益） 18,908 －

関係会社清算損益（△は益） － 5,388

売上債権の増減額（△は増加） 106,907 △94,567

たな卸資産の増減額（△は増加） 129,512 205,393

仕入債務の増減額（△は減少） △7,839 38,446

その他 1,224 63,521

小計 △28,508 135,465

利息及び配当金の受取額 4,489 1,180

利息の支払額 △37,435 △26,632

補償金の受取額 － 54,989

法人税等の支払額 △4,757 △4,384

営業活動によるキャッシュ・フロー △66,211 160,619

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △117,332 △30,000

定期預金の払戻による収入 542,529 30,000

投資有価証券の売却による収入 583,774 －

関係会社の整理による収入 － 36,894

固定資産の取得による支出 △3,355 △3,934

固定資産の売却による収入 8,803 9,537

その他 △5 7,626

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,014,414 50,124

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △260,131 △172,600

長期借入れによる収入 130,000 －

長期借入金の返済による支出 △498,714 △13,430

社債の償還による支出 △410,000 －

リース債務の返済による支出 △2,392 △2,392

自己株式の取得による支出 △182 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,041,420 △188,424

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,421 △1,832

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △88,795 20,486

現金及び現金同等物の期首残高 462,195 234,992

現金及び現金同等物の四半期末残高 373,399 255,478
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（４）継続企業の前提に関する注記 

当社グループは、前連結会計年度において 518,634 千円の営業損失を計上し、第 157 期より 3 期連続で

営業損失を計上しております。また、当第 2 四半期連結累計期間においては 143,559 千円の営業損失を計上

しております。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 
当社グループは、当該状況を解消すべく、平成 21 年 3 月に、外部環境の激変を考慮して、さらに踏み込

んだ施策を盛り込んで中期経営計画の改訂を行い、業績の回復に努めてまいりました。平成 20 年後半の米

国の金融危機に端を発した景気後退の深刻な影響を受けて、想定を超えた景気の低迷とデフレの進行により、

当社の売上は販売量と販売単価の両面から苦戦を強いられました。生産量が低水準となったため、たな卸資

産の単価が上昇した反面、販売単価は低下圧力に曝され、損益分岐点を割り込むとともに、たな卸資産の評

価損等が追加的に計上され、結果的に中期経営計画を達成できず当該状況の解消には至りませんでした。 
一方で、当社グループの中国における連結子会社佛山市メルクス皮革有限公司は 2009 年 12 月期におい

て、計画を上回る黒字を計上することができました。また、当社においても、平成 21 年 12 月に希望退職を

実施するなど固定費の削減にまで踏み込んだ施策や原皮費・薬品費等の効率化、生産工程の合理化などの施

策を経営計画に沿って継続的に実施してまいりました。こうした施策の効果により損失額および損失幅は改

善に向かっていること、および前連結会計年度第 4 四半期において底打ちと判断できる状況に到達できたこ

となど、遅れが生じているものの、当該中期経営計画の有効性は失われていないと判断しております。当社

グループを支援して頂いている金融機関からも中期経営計画の有効性に理解を頂いております。但し、当社

グループの中期経営計画の遂行には、金融機関の支援が不可欠であり、支援の維持のためには計画に沿った

着実な資金繰り実績を積み重ねることが必要となります。そのため今後とも当社グループでは、海外業務の

拡大や技術開発の現実化とともに、中期経営計画に沿って収益の改善を図り企業価値の回復・向上を目指し

てまいります。 
しかし、これらの対応策は、今後も継続的に推進していくものであるため、現時点では継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められます。 
なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実

性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 
 
 
 
（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第 2 四半期連結会計期間（自 平成 21 年 7 月 1 日 至 平成 21 年 9 月 30 日）及び前第 2 四半期連結累

計期間（自 平成 21 年 4 月 1 日 至 平成 21 年 9 月 30 日） 
当社及び連結子会社の事業は、皮革関係並びにこれらの付帯業務の単一事業であります。従いまして、開

示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。 
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【所在地別セグメント情報】 

前第 2 四半期連結会計期間（自 平成 21 年 7 月 1 日 至 平成 21 年 9 月 30 日） 

 
日 本 
（千円） 

中 国 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社

（千円） 
連 結 
（千円） 

 売上高  
 (1)外部顧客に対する売上高 783,113 101,368 884,482 － 884,482
 (2)セグメント間の内部売上 

高又は振替高 
17,438 25,463 42,902 △42,902 －

計 800,552 126,832 927,384 △42,902 884,482
 営業利益又は営業損失（△） △126,817 2,220 △124,596 △8,885 △133,482

 
前第 2 四半期連結累計期間（自 平成 21 年 4 月 1 日 至 平成 21 年 9 月 30 日） 

 
日 本 
（千円） 

中 国 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社

（千円） 
連 結 
（千円） 

 売上高  
 (1)外部顧客に対する売上高 1,363,611 134,044 1,497,656 － 1,497,656
 (2)セグメント間の内部売上 

高又は振替高 
22,976 43,622 66,598 △66,598 －

計 1,386,587 177,667 1,564,254 △66,598 1,497,656
 営業損失（△） △326,667 △1,607 △328,275 △5,585 △333,860

 
 

【海外売上高】 

前第 2 四半期連結会計期間（自 平成 21 年 7 月 1 日 至 平成 21 年 9 月 30 日） 
 中  国 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円） 101,368 －  101,368
Ⅱ 連結売上高（千円） － －  884,482
Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合（％） 

11.5 －  11.5

 
前第 2 四半期連結累計期間（自 平成 21 年 4 月 1 日 至 平成 21 年 9 月 30 日） 

 中  国 その他の地域 計 
Ⅰ 海外売上高（千円） 134,044 －  134,044
Ⅱ 連結売上高（千円） － －  1,497,656
Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合（％） 

9.0 －  9.0
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【セグメント情報】 

（追加情報） 
当第 1 四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平

成 21 年 3 月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第 20 号 平成 20 年 3 月 21 日を適用しております。 
 

１．報告セグメントの概要 
当社のセグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 
当社は、各種皮革の生産・販売を主な事業の内容とし、国内においては当社が、海外においては中国地

域を現地法人である佛山市メルクス皮革有限公司が担当しております。現地法人は独立した経営単位であ

り、取り扱う製品について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 
従って、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」「中

国」の 2 つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは、自動車用革、インテリア用革、

靴・鞄用革の生産・販売、及び皮革関連商品の仕入・販売を行っております。 
 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第 2 四半期連結累計期間（自 平成 22 年 4 月 1 日 至 平成 22 年 9 月 30 日） 
（単位：千円） 

 
報告セグメント 

合 計 
日 本 中 国 計 

売上高  
外部顧客への売上高 1,497,716 582,915 2,080,632 2,080,632 

 セグメント間の内部売上高 
又は振替高 34,043 140,399 174,442 174,442 

計 1,531,760 723,315 2,225,075 2,225,075 
セグメント利益又は損失（△） △180,282 23,794 △156,487 △156,487 

 

当第 2 四半期連結会計期間（自 平成 22 年 7 月 1 日 至 平成 22 年 9 月 30 日） 
（単位：千円） 

 
報告セグメント 

合 計 
日 本 中 国 計 

売上高  
外部顧客への売上高 812,991 279,799 1,092,790 1,092,790 

 セグメント間の内部売上高 
又は振替高 16,966 68,894 85,861 85,861 

計 829,958 348,693 1,178,652 1,178,652 
セグメント利益又は損失（△） △66,999 7,591 △59,408 △59,408 
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額 

の主な内容（差異調整に関する事項） 

当第 2 四半期連結累計期間（自 平成 22 年 4 月 1 日 至 平成 22 年 9 月 30 日） 
（単位：千円） 

利 益 金 額 
報告セグメント計 △156,487 
セグメント間取引消去 12,928 
四半期連結損益計算書の営業利益 △143,559 

 

当第 2 四半期連結会計期間（自 平成 22 年 7 月 1 日 至 平成 22 年 9 月 30 日） 
（単位：千円） 

利 益 金 額 
報告セグメント計 △59,408 
セグメント間取引消去 2,072 
四半期連結損益計算書の営業利益 △57,335 

 
 
 
（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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